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学校名 

 

研究課題 

 

研究手法 

小立野小学校 国語 学習課題の充実 

 

１ 研究の重点と具体的な取組 

 (1) 重点１ 付けたい力を明確にした主体的学び  

    単元や本時で付けたい力(資質・能力)を具体化，明確化し，付けたい力に適

した言語活動や学習課題を設定することで，単元や本時でどんな力が付いたの

かを子ども自身が実感する主体的な学びのある授業づくりを進める。 

  ①付けたい力の具体化・明確化 

  ・単元の始めに必ず学年で教材研究を行い，

この単元で何ができるようになればよい

のかを具体化し，単元で付けたい力を明確

化した。 

  ・教師が実際に言語活動を行い，付けたい力

をつけるためにふさわしい言語活動にな

っているかを吟味した。 

  ・全文掲示や学習計画表(資料１)，教師によ

る成果物のモデル(資料２)を必ず作成し，

既習をふり返るとともに，単元や１時間の

ゴールを明確にして学習の見通しを持たせ 

るために活用した。 

  ②考える価値ある学習課題の設定 

  ・単元のゴール(付けたい力)にたどり着くた

めに「～をはっきりさせたい！」等児童の

思いを大切に課題づくりや学習計画づくり

をした。児童が必要感と意欲をもって主体

的に課題解決できるように取り組んだ。 

 (2) 重点２ 対話的交流による深い学び   

    言葉を根拠に考え，学び合い，必要感

のある交流を設定することで，まとめに

は付けたい力が表れ，ふり返りには考え

の変容や深まりが表れるような授業づ

くりを進める。 

  ①必要感のある交流にするために 

  ・交流前に「交流でどうなればいいの？」

と子ども達に問いかけて，交流の目的と

めあて(資料３)を明確化して子ども 

達と共有した。 

  ・交流後にめあてが達成できたかを，挙手や終末のふり返りで自己評価(資料４)

させる。 

資料２ 教師のモデル 

資料１ 学習計画表 

資料３ 交流のめあて 資料４ 交流の自己評価 

 



  ・交流がねらいや付けたい力をつけるために有効であるかどうかを吟味した。 

  ②対話的交流のための工夫 

  ・ねらいや付けたい力にせまるためにふさわしい交流の形態や入れどころを工夫

した。例えば，より多くの情報を集めたりそれぞれのグループの考えを関連づ

けたりするためのジグソー型の交流や自分の考えを深めるための相手を自由に

選ぶフリー交流などが挙げられる。 

  ・教師自作の「交流お手本 DVD」を作成する，教

師とモデルの子とで交流のお手本を見せる，全

体で先生と一緒に交流をやってみてやり方を

理解させる等の工夫で話型や観点，学び方を具

体的に提示し対話的交流の基本を定着させた。 

  ・言葉を根拠に考えを深められるよう，全文掲示  

や各グループに 1 枚の全文シートを活用して， 

   「こう書いてあるから～です」と叙述を指し示 

   しながら根拠を明確にして交流ができるよう 

   に工夫した。(資料５) 

 (3) 重点３ 評価方法の工夫 

    教師の日常的な評価方法を「褒めて・認め 

   て・励まして」と意識づけることで，児童の 

   良さを引き出し，全体に価値づける評価のあり 

方を探る。 

    自分の考えを書く時間やペア・グループ交 

流時など，教師が行うべき様々な個別評価のあり方を探る。 

  ①交流の評価 

  ・児童と共有した交流のめあてを達成できたか，挙手やふり返りで自己評価する

機会を設けた。できなかったところを次のめあてに設定させることで，学びの

PDCA サイクルを確立できるようにした。 

  ・交流中は，各ペアやグループを見取り，よい交流の仕方や考えを価値づけて全

員に広めた。 

  ・交流前の○自分の考えと交流後の○まとめを比較させることで，児童が考えの深ま

りや変容を自覚できるようにした。 

  ②学びの見えるふりかえり 

  ・低中高で系統立ててふりかえりの観

点を作成し，教室全面に掲示して活

用した(資料６)。提示した観点に沿

って書かれているかどうかを評価

し，良いものを手本として児童に紹

介した。 

  ・各学年でフォルダを作成して児童の

ふり返りをデータ化しその変容を可視化・共有した。データを見ながら学年会

などで改善策を検討できるようにした。 

  ③第三次の充実 

  ・第三次では，第二次の学びを活かして自力で言語活動を行った。その成果物を

評価することで一人ひとりに付けたい力がついているかどうかを見取ることが

できるようにした。 

資料５ 叙述を指し示しながら交流 

資料６ ふりかえりの観点 



 

２ 取組の検証 

 (1) 教員アンケートの調査項目「交流のめあて・目的を明確に示し，機能的で双方 

向性のある対話型の交流になるよう指導している」についての肯定的評価の割合 

は，7 月・12 月ともに９３％だった。 

 また，「ふりかえりでは，示した観点に沿って，自分の考えの広がりや深まり， 

変容を意識した内容を書かせるように指導している」についての肯定的評価の割 

合は，12 月の調査で９６％で，7 月より１１ポイント上回った。 

 (2) 児童アンケートの調査項目「話し合うことで、自分の考えがよりくわしくなる，

新たな気づきがあるなど，考えを深めることができる」についての肯定的評価の

割合は，12 月の調査で９５％で，7月より１ポイント上回った。 

また，「自分の考えが、友達の意見や話し合いを通して、より深く広くなった

ことをふり返りに書くことができている」の調査項目についての肯定的評価の割

合は，12 月の調査で８９．６％で，7 月より１．４ポイント下回った。 

 7 月 12 月（前回比） 

対話的交流 教員   ９３％   ９３％（±０） 

      児童   ９４％   ９５％（＋１） 

ふりかえり 教員   ８５％   ９６％（＋１１） 

      児童   ９１％  ８９．６％（－1.4） 

教員・児童アンケートにおける肯定的評価の割合 

 

 (3) 共通実践の実施状況を学年会で月に 1 回，確認して共通理解した。各学年のふ

り返りから，共通実践を意識しながら学年で協働して教材研究や授業改善に取り

組むことについては重点１・２・３ともにほぼ１００％達成できた。しかし，重

点１の考える価値ある学習課題の設定，重点２の考えや読みの深まり，重点３の

グループ交流の評価と学びの見えるふりかえりについては課題が残った。 

   また，教師一人一人の実施状況を把握するために「学校研究ふりかえりシート」

を作成し，週案にはさんで意識して取り組み，月に 1 回 ABC で自己評価した。そ

の結果，12 月のＡ達成率は７９．４％で 7 月より４６．１％上回った。各項目の

Ａ達成率については下の表の通りである。 

重点として特に意識した共通実践 A 達成率 

考える意欲を高める学習課題の設定 ８５．７％ 

学習計画表や教師のモデルでねらいを明確にして本時の見通しを持たせる １００％ 

対話のある交流になるように学年に応じて反応の仕方や交流の形態を工夫する ６６．７％ 

ペア・グループ・全体交流のめあてを明確にして児童と共有する ８１．０％ 

共有した交流のめあてが達成できたふり返り，評価する ８５．７％ 

ふり返りでは観点を示し，自分の考えの深まりや変容が見える内容を書かせる ５２．４％ 

教員個々の「学校研究ふりかえりシート」各項目の A達成率 

 

３ 成果と課題 

 〇学年で教材研究を行い，言語活動を教師が行ったことで，付けたい力を明確にし

て，それにふさわしい言語活動を設定することができた。 

 〇学習計画表・全文掲示・教師のモデルを活用した導入は１００％定着し，付けた

い力を意識した主体的学びにつながった。 



 

 〇学習計画や毎時間の学習課題を児童の思いを大切にして設定したことで，児童の

意欲や学習の必要感が高まり，主体的に学ぶことができた。 

 〇交流前に交流のめあてを児童と共有したことで，必要感のある交流をすることが

できた。さらに，交流後にそのめあてが達成できたか自己評価をしたことで，自

分の考えの深まりや次のめあてをはっきりさせながら学ぶことができた。 

 〇ねらいに即した交流になっているか学年で吟味したことで，従来のペア・グルー

プ・全体交流に加え，ジグソー型の交流，フリー交流など様々な形態や入れどこ

ろを工夫して必要感ある交流を設定することができ，対話的交流につながった。 

 〇交流のお手本映像やナビカード，朝学習の交流タイム等により交流の基本が定着

するとともに，学び方や考えを深めるための観点を示したことで対話的な交流が

実現した。 

 〇叙述を指し示しながら交流したことで，根拠を明確にしながら言葉に着目して考

えることができた。 

 〇ふり返りの観点を示したことで，学びの深まりが見えるふり返りを書くことがで

きる児童が増えた。 

 ▲考える価値ある課題設定が難しい時があった。意欲を高める学習課題は対話的交

流にも主体的学びにも深く関連するので，今後さらなる充実に努めたい。 

 ▲交流の必要感が薄くなってしまうことがあった。ねらいや付けたい力にせまるた

めにはいつ・どのような交流を設定すればよいのか，系統化して交流の手本を映

像化して共有するなど，より組織的に取り組める方策を検討したい。 

 ▲対話的交流の中で叙述を根拠に考えを深めることができるようになってきたが，

さらに個々の考えが深まるよう工夫を重ねていきたい。そのためには，教師が児

童の考えの深まりを具体的に描いていることが大切である。その深まりが交流の

中で生まれるように，叙述や他グループの考えを関連づけたり比べたりする考え

方や読み方についての手立てを検討していく必要がある。 

 ▲ふり返りの内容にまだ個人差がある。ふり返りを書くことで，全員が自分の学び

の深まりや変容を実感できるようにしたい。 

 

 


